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∴第＝・≡部‘（印刷稿）に見える’

’ラスコ冑リニコブの犯行の動機

2－1第二・≡部に見られるラスコ■リニコフの生活と意見から，’この文の主

題たとっで検討の必要が比較的犬きいと思われる諸点を，’デキズトあ進行に浴

6て，・拾い上げたV・’。犯行後のブスゴーり喜亘ラほ，〆呼び出し，盗品の隠匿（ま’

たは廃棄），情報収集，［現場ゐ再訪，与レージシめ評価をめぐって妹ドゥニ＝ヤと

の論争，マノレメラードラ死亡後のゾ…三ヤどめ出会い，現場再訪㌃ポルフィー

リー・ペトローヴンヂ訪問等：々を経験するが；トこれらb中から，犯行後め行動と

思考であれ，犯行め動機と比較的に直接結びつけるごとめでぎるごとがらを，・

逐次取り出す。＼　ニーt’　…　　1㌻i’　’1　．ン’　．　　一’　∴　・t）

　犯行の翌日，一犯行どは関係のない用事で警察に呼び出ざれだラスコーリーニゴ

ラは，そこで経験じだ肉体ど精神の緊張庭よって，”：孤立じてvkく二この孤立

は，彼がこれまでに知つていた彼の任意の孤立とば全く異なり，’ 強制的に彼を

唖乏耳聾の国ぺ連れ去ろう乞する。ビめごとの責めの意識｝t・tt　：日・を追づで重く

なるが，とりわけ彼が自ち情報の堰集のたあに接近した予審判事ポノレti’｝一：

リt－’・ペトロr・一ヴィチによ’oて彼の理論と彼の実践との矛盾を衝がれて，理論

的に自己を支えきれないと痛感ぎ善られて以来深刻になるら：・∴こい”∫：’
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2－2犯行後自室に帰ったラスコ声り三淫ラほ；：昏睡た陥ちたかと思う・と恐怖
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に駆られて飛び起きるということを反復する。二時過ぎに飛び起きた彼は……

燃老婆の爵翻碗らだく。毯遠希蹴欝遠泳ケ・・に突・

こんだままなのを想い出した。ポケットから出して隠すことすら考えなかった

のだρ

　ラスコーリニコシは，・盗んだ金品の利用ということを考えたことがないよう

にテキストに見えるが，金品を隠す必要ということには疑いを持たないよう

だ。また彼は「品物ap．gとは計算辱入れていなかプ：た亘ただ金があるだろう

と，そればかりを考えていたので，ご一あらかじめ隠す場所など用意しておかなか

った」。

｝J最初の関門｝，t，・・1債務取り立て備求で区の礫に呼峠れ紅と醐まる・

獅ζ醸関係の妙呼出ユラ担一ピ・フQPtc当as・’混乱と恐怖を

雛建す・一叫に対する鯉麟｝ま・…a・・「ああ・，繊もう一刻も早く片付

きますように1」いきな％ひざまずいて祈るうとしウ・けたが，そのとたん

に，．思わず笑ってしまっ．た。b．「破滅するなら破滅するがいい。どうでもいい

al　．’1，」cご「こんなごどはみな条件的なご七だ，みな相対的なことだ，それこそ

ぽの形式に過ぎなk・嬉れ駄きな甦イトをもつ近代的問題である）」・・

d．「とにかく，一刻も早く片付いてくれ。……入ったら，ひざまずいてゾ何も

かも話してしま｝kSう一TI・Y］’とk・うように・米占　・P・．　eかがんばりの必要を意識レな

y・・．その間・一恐搬嫌妄繊ftyて鹸鵬稽蝉僻対す硯作的族
いζを反復する、・1そレて「つまり怖v＞のだ」ζ自認する・1－

：警察署（1？用件↓よ・’主婦からの債務取り立ての請求に形式的に支払延期の事務

的手続きに応じれぱ事足り15tl）とが分った時が彼は狂喜する。1の点で彼は，

俗物と呼ぷべきかどうかは別k・して一，：普通人の〒人に過ぎない。．．とても超人で

はない。ただ，彼は喜びの状態がわずかの間続いたヵ｝と思うと，、・すぐまた彼に

とっての常態である暗薔に戻るから，その点はやはり普通人とは言えないかも

知れないb・しかし人間的ビヘーヴィァとしては，特殊ではないことに注目iレ｝よ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕、（佐野）

tl：彼が経験喪表恐怖ゴ狂喜き一沈静という精神状態の循環の特徴を取り出氾て

おく。犯行の容疑で呼び出されたのではない已と・を知つた時，どドズトエプ象

キーは書いている，a．ラスコーリニコフは，「自己保存の勝利と，のしかかる危

機からの解放一それだけがiいまこの瞬間，彼の全存在を満たしてしまい，

彼はも｝まや予見もしなければ分析もせず，未来の予測や推量もせず，凝惑も疑

問も感じなかった。それは完全な，直接的な，純粋に動物的な歓びの一瞬だっ

た」。b．突然，何かとてつもなく気持のよい話をしたぐなって，．問わず語りに，

事務官の制止も構わずに身の上話を始める。ラスコーリニコフの，昌篠が，一

種のこびを売りたくなったのだ。c．そこヘイリヤ・ペトローヴィチ火薬中尉が

砲号，部屋一杯に稲妻が光り，雷鳴がとどろき，天の怒、りを表わす6d．；突然ダ1：

プスコーリニコ7は反転，「…・∵自分の，’こ，孝を誰がど歩思おうと∴一切構いは

しなy＞という，そんな気持に捉えられた窮ζの変化はほんの一瞬間に，とっさ

の間に・生，e・lt．96；，　te・ラスゴベリニコフは疑う，「一体，（b．）におけるような

感情がどこから涌き出してきたのだろう」。「親友たちがここにいたとしても，

彼らに語りかけるべき人間らしい言葉など，ただのひとことも自分の中に見出

すことはできない。それほど彼の心は不意にうつろになってしまった」。苦し

く果てしのない孤独と疎隔との暗澹たる感覚を，彼は突然あざやかに自覚し

た。f．しかし，彼の心をかくも唐突に一変させたのは，，中尉の前で行なった心

情吐露の下劣さではない。・島彼には「何かこれまで自分が全く知らなかつた之

とが生じつつあった。それは・・t・…どのよう、な種類の話であれ，・・’一・一，・たとえ相手

が血を分けた兄弟姉妹であ2たにしても，もはや生涯のいかなる場合｝¢も，・自

分には話しかける理由がまったくないと，はっきりと感じた。このような奇怪

にして恐ろしV＞Pt覚を，彼はこの瞬間にいたるまで，なだの一度も味わ⇔たこ

とがなかっk。h．何よりも苦しいのは一それが，　．．k識や観念であるよりも，

直接的な感覚であること，これまでのどの感覚よりも苦しい感覚であること。

1～グスt’・ti：一リ声コ・フは，そ⑳まま署長・塗5招章1ろ李行っ擦自1首氾・蛋う》・と賠がけ・る江言

す多秦例の彼の体内のスイrz．チが働墜甕彼は失神舷ε誌そめ場⑳危機を逃翠お添：く：

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”Z2　km＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1注轡・，



暑顧繊麟郷灘の鎚ぽ縫が績齢蹴砿搬黄齢・鞠テを
手にして立つてい酎と表現される。’☆⇒ぽ灘統：㍉　／：・’t　・；’t

　このようにして彼の精神的状態の循環は，かつて経験じたことのない新しい

繍世界を彼に競て，一周を胞た．それは元に痴てきたのでは，eいに

れまでより＿層深いところにある別の終点e・行きつぽのだ・彼の狛行力鍍に

もたらした結果の一つが，初の対人折衝の際に姿翻わした・’ それは一言糺

て言うと孤立であり，人々からの絶縁である。　　　　　’　　．t・t－tt．

　［II－2コ

2基・ラ，スコーり．ニコフは盗品を持って外出，これを，「蓮河へ投げ込むか……

いや怪しまれる」’と思案したあげく，：・v通りの材料置場に目を付け，石材の下

の窪みに投硫み，，土を髄寄せ，・足で踏みか勧た・・ここでも・ラX・S　’J

ニコフにおいては，1：思案→決定という実践の仕方よりも実践が先行するよだ

が，経緯と考え方は別としてst事実上これは隠匿に外ならない・厄介払V’をし

た彼を，警察にいたときと同じような歓びが，三ほんの束の間捉えた。彼はヒス

テリックに笑い始め，それかちずっと笑いつづけていた。・ 　t　ttt　　　≠

．．恒コー鵬，。ば醐する4経財布の中を齢加・のか・も吟勧

事が自覚的な行為であり，単なる愚行でないのだとしたら，もしお前が本当に

何か縦の確固たる目的を持・て・・たのだと擁ら……・その金のたあに・

一
切の苦悩を身に負って，卑賎，’：醜悪，’低劣な行為をあえて自覚的に断行した

はずなのに……いましがた，・水申に投じようe・・tたではないか［創作ノー惨

照］ぶt’・　，’・’”・・r’　・…ジ　tt　　　　””　一

頑常濁髄問う、ばあい．に使用翻調語はeの問いの中幽式し・る・：け

れども語り手の答えはi：それらの用語を使bて行なわれない一≒ドストエフス

キーは言S；i，　rそれは彼にど・て新U・問題で一はなか・た・・昨夜・水の牌捨

，・

て戯うミど決めだどぎで・ざ1疋，1・・－i’P論階ぽだめ’域㍉■ぜずに・1：・；’・・‘tそれ以外に道は

麟雄が撫鋸，蟻疏ぱ豊だ培6・一ラスコみリエ訓ま分鏑でほ

　　”i120　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　一・73　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

なく，感情的に考える1「これは，おれがひどい病気だからなんだ。…ご・・自分で・

R，Bを乱めて讃めざい醜でお馨翻ち檀撫も何をしているめ翰ら

ないのだ。…■；■健康さえ回復すれば…一ああ，神様，ほんとうに，こんなこと

は，もう何もかも厭になった」。　t’t　層　　　　・’．　　　’一

　ある新しい感覚がいや応なしに彼を捉え，ほ・とんど一分ごどに強ま6てし、

く。・それは……行きあうもの，周囲のものすべてに対する，際限のない，bほと

んど肉体的とさえ言える嫌悪感，執拗な，邪悪な，憎悪に満ちた嫌悪感だった。

ラズミt’一ビンのところへ立ち寄るが，「わずか一瞬の間に，今の自分にとって，

人と一対一で顔を合せることくらい耐えがたい事はない」という自分の状態を

知るol　　　　・　’　　ら　　　，　　・　．’，1

2－4　ネヴァ河の橋の上から見る・光景に，彼は唖にて耳聾なる霊が満勝満ちて

いると感じる。”彼はかつて「この陰気な謎めいた感銘を不、麿議に，忌つたが∵自

分を信頼できぬままに，1ミその謎の解明を発W発べど⇔1審むてきだ。’」ぞじ惑、

ま，彼は突然〆’この以前に解ぎ得なか6た疑問をはっきりと思い出し樹6・そ

して一…一，…　・　　　　　　　　　　　　　　　　，，、L

　　・かつての過去のすべて一　　　　　　　・，’”　”t・”　”：・’：，∴ル・・

　㍉かつての思想

い・かつての課題

・’ かつLiciのテーマ

　・この全パノラマ

　・彼自身

　・何もかもすべて

　　　　　lT　　’　”t；　…．ン　ト∵，㍗’　，．．，

　　　　どこか深いと・ごろ，1r二：1∵ゾ〇二：㍉、パ・二’

・ZF；’は，t二下の’ 方に，　J・・H㌦ζメニ謬’・㌻言1ざ㍑心

一　　t足下の見えるが見えないとごろに；’○；〔

　　　　あるような気がじた。・一∵’　・　∴

　Jr彼は上へ上へ飛んで行きつづあLり，・すぺてが且の前から消えていく・ようだ

った」。と’いうことは，昇天しつつあるラスコーリとコプはi’・ばるか下にある

別のラスコばりごコスを眺めているというごとになるが彼は握らざれだ銀貨．を

水中に投げてぶ回紗涜轡し羅家の方ぺ歩ぎだじたび彼は法の瞬間蕊泌だ力癒膏

らをすべての人・幼ぺ嬢灘繊㊨夢施繁鋤離嘩曝議麟麟・
　　　　　　　　　　　　　　　・占三巧賭一一　、　　　　「『r　　　　　’　　　　魂塵．
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が1Z零や，＿㌔遥玲ば・∴へ三ゴ．・’・一”’・Lそ：ゴ㌔，ぶ・L・ジ・・三：ゑ㍉べ㌣㌦一ンパ

遍うし㌢ラスコ∈・リ1ニコフの孤立｝ま進むが，ごド答｝声・スろキ庁カミここで賞わ

んとするのは，孤立の方向が自分の意志によって決められたものでないとル・う

ことだろう。警察署においてその開始を感じた孤立は，この礼拝堂の経験を経

て，一現場再訪［IH－6コにおいてさらに深化すゐ。　　一　　＾

　イリヤ・ペトローヴィチが主婦を襲撃するという現実夢。ラ入コーリニコフ

は再び失神する。　　　　　　一　　　　・、一

　［III－5コ　　　．　　　　　‘　　　　　　　　．　　・　　　　’　　　　　．

3＿1　ラスコ＿リニコフは，ラズミーヒンの案内でポノレフィーリr－・ペトロP

ヴィチを訪れる臨，ドゥーニャ嚥を上げ始めたラズミービンを・突然・カ・ら

かい始める6彼はむきになって抗弁するラズミーヒンを適宜にあしらいダその

反動を利用してlt．われとわが身に，可笑しくてたま1らないという見せかけの活

気をp一くりだす。：これをキッカケに・「笑い出したぐなるのを必死の努力でこら

えているのだという顔を見せながら」，r彼は初対面のポルフィーリー・ペト’ロー

ヴィチのところへ乗り込み，自己紹介する。「心の底からの笑い」・という演技

は，ラズミービンという傍役の巧まない相鎚の自然さが加わつて完壁に行なわ

れる。喜劇的な道化というラスコーリニコフのもう一つの姿が（ここまでの悲

劇的な道化に加えて），ここ1こ現われるσけれども，つくられた笑し、はつくり

もの以上のものではない。居あわせたザミョートフの顔には「困惑ばかりか，

何やら不信の色らしいもの」さえ浮かんでいる。

　ラスコーリニコフの目的は，敵の手の内を探り出すことにある。それは彼の

要求だろう。’．彼は入質品についての届け出の手続きを，極力さりげなくi質問

するという演技を続ける。しかしそれは，被疑者のラスコーリニコフが上手に

やればやるほど相手の疑惑を増し，’自己の正体を暴露し，かつ滑稽な立場に陥

る，ζ随性質鱗の旋1ラきス無恒跡殿舶己防輪ための演技の結果

を繁嚥烏れで噛の畝？・一自然鹸？一球袈裟すぎ’やレなかつ；たか

　122　　　　　　　　　　　　　　　三て5一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説口）．〔第四回〕（佐野）

埠」と心を紗のか傾・rも壌カミ，・あの時計頗く旗・た蜘ρたら，．絶

望におちいるにちがいない6、・女なんてものは・1」というせりふのセンチメシタ

リズムについてよりも，．自分の芝居の拙なさを彼は自責する。「なぜ『女なん

てものは1』なんて言ったのか1」　一　　’　　　　　t－，

　相手が入手した情報が少なく不正確なものであればあるほど，それだけラス

コーリニコフは安心である。けれども，そうであればあるほど」相手に対する

彼の軽蔑はより大きくなり，その軽蔑を相手に誇示しようとするラスコーリニ

コフの衝動の現われが，彼の身を危険に導びく。この循環の反復というもの

が，結局，ラスコny，リニコフを事物の論理の終点へと導く。

　海千山千のポノレフィーリーは落ち着きはらった，冷やかな態度で応答する。

彼は中庸の人であるとはいえ，ここではヲスローリニコフの特異な反応に対し

て，・それ相応の応対をしないではいられない。「品物がなくなる心配なぞ決し

てなかったのです…一・■ltなにしろ，もうだいぶ前からお越しをお待ちしていたの

ですから…一あなたの品物は二点とも，指輪も時計も，一枚の紙に包んで，あ

の人（7リョeナ・イヴァーノヴナ）のところy　Hediにあったのです。・r・・吐

ラスコrリニコフは，このジョブを「あなたもまあずいぶん注意深い方なんで

すねえ・1……」というぎこちない感嘆によって，辛うじてかわす。彼は懸命に

なって相手の目を見詰めようと努力し，不器用な薄笑いを浮かぺかけたが，・レ、

まり受け方の不自然さに気が差して，言わずも．がなの補足説明をそれに加え

る。「僕がいまこんなこと1を申し上げたのはですね，質を入れた客の数はたぶ，

んよo．ぽど多かっただろうから……それであなたがそれを全部記憶されるのは

大変なことのはずなのにと思ったからです∵…ところが，あなたは，ひとり残

らずそれほどはっきり覚えていらっしゃるし，それに，それに・・…’］。ラスコ←

リニコフは自分でそれを言いながら，・その自分に『愚劣だ1弱い1　なんだ

ってそんなことを付け加える！』と腹を立てる。第一ラウンドで即興的な奇襲

作戦に出たラスコ⊂∬芦コフをぶポ池契ヨ宝星巨』式トロー宏イ，秦は匙お案ち．

見拠・て・・逆手を⇔て徽精神鋤揺畦糠娠麟鞠鉱澱，鍵・轟
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鍵：こと：に｛卿られるのぱ，ラ繊ピ恒呼とゴプ迦し・ちlF地下室男」’が；おれとわが

行動相制できず齢タデ才ア油酬りを自蹟授出そ；紗・拒リ：一

ペトローヴィチの前で自分にも腹立たしいほど拙劣な芝居を打ち，結果として

自縄自縛のはめに陥るという，ドストエフスキー　“thの悲劇と喜劇が背中合せ

に張り合せになった構造である。その芝居の後のラスユーり土コフの自商自答

は，彼の自意識（自己評価）の見取り図を一枚与えてくれる。

3－2ラスコー：リニコフは自ら敵状視察に乗り込んできながらi相手ば主導権

を握られたことに苛立ち；自分の現在の立場を確認しよう・とじて，宗ルラ2P

リー・ペトローヴィチが席を外したわずかの間？e，要旨次のような長い自問自

答をする6　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　（、）．・（ラスゴ．リニゴフは）湘手の態度め節．lsしに見える尊大翻ら泊分

を被疑者として扱っているEとを感じる。「おれの後を犬ゐ群のよ：うにつけま

わしている事を；もう隠そうとも思っていない’1一」これに対する‘ラスコー∬

‘iiコフの対応は，・独善的な激昂であって，・「さっと立ち上って，奴らに向っ写

真実をことごとくぶちまけてやるか！ト1おれがあんた方をどれほど軽蔑してい

るか”iその時こそ分るだろうよ1」というやぶれカ・ぶれぶヴ添見える6『：”　・：

　　（2）、1しかし，’彼の内部の対極では「もしこれが幻影であり，おれが荷もかも

思い違いをしているのに過ぎないのに，’ただ自分の経験の無きゆえに癌癌を起

こじ鳴筋融巖割（傍点引瀦）を持ちこ培ら繊⑰殻したらジど

うだろう？．lqT。；e，。・．。T“・p蜘H・IB・BceM唖6・めヒ・・・…iti’…顕・…TH

3hto，。，　wa6晦6n・・M・e数・6醐・p獅・to？」1’1zどV；・S；：a・己への告めが持ち上

　る。ここに現われだ「自分の卑劣な役割ho麺a窟PoぬMo兄」という言葉は，’少

なくとも一つの角度がち，＿犯行の動機とのかがわりにおいて，ラスコ’；リニコ

　フが自身を，意識1シがづ自己規定13た，㌧あるし～はしようどした○キイワ昌ドと

　見なければならない6ごれぶ類似め言葉あ使用は，ノレージンに反対するラズコ

ニ渉吉謎ヲが，ノψ声ジジど結婚じよう乏・すゐ妹ドゲー＝べに向づ毛・1「とめ結

1「 ’婚は∴一卑劣だ。僕は卑劣漢であ孔で葺前はぞンじなのになつ宅はいけないぶ・・

1，盟4　　　　　　　　　　　　　－’77＿



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

どっちか’人でたくさんだ…・・僕はたとえ卑劣漢鷹艇㌧そんな妹｝まも．う妹と：は

認めない1よσ僕か｝それとも，W－・ジンか1・……9TOT　6paK　・；一一　noznOCTb’．　nyCT5

H　nOnneq・　a・　Thl　・He　’nOn．）KHa…　OnuH　KTO・HvaqYAb＿agxOTb・．　n　nOAnell，　HO

TaKy幻，．cecTpy　cecTp磁c弦TaTb　He　6yn’y．’Mπ／M　r・H，　llnn　JlyxHH！」と言うところ

の，「卑劣漢uonneu」「卑劣さnO期qCTb」「卑劣なnonnNti」と対応して，犯

行の動機への否定的または部分否定的な自己評価を表わす。　　　　　・　一

　（3）ら㊦もじかしたら，いまの：Cとは何もかも下心あっての言葉ではないのか

も知れないじゃないか？ニ…1・ああしたζとは何時だって言えるζと）いや，一そ

れでも何かがある。」ラスコーリニコフはいくつかの証拠を列挙して考える。

a．なぜポノレフィer・　1？一・ペトロ・一・ヴィチは，．いきなり・「あの人（アリョーナ！

イヴァ三ノヴナ）のところに」という言い方をしたか。、b．ザミョートフは，・な

ぜ，おれがずるがしこく話したStなどと言ったのか。　c・なぜ奴らはあんな調子

で喋るのか。dどポルフィーリeはさっき，なぜおれにまばたきしたのか？　そ

れともあれは，，じなかったのか？⊥：そ・．．　．・、．　　L．t／・　・，’1－t’

　（4）．，こうしてラスヌ≡り≡ヌ7は）・・、騰艇もかも幻影なのか，一さもなければ，

知っているんだ1．」という二分法に立っカぶ後者の方が圧倒的に重セ・。そこで

自分の気休めになりそうな例証をことさらに見付けよう、とした末に，現場再訪

という自分の行なった事実をすら粉飾しようとする。「あの部屋のこkは，．　・’、＄

実じゃなしこ，熱病なんだ。・奴らにどう言えば1，＞Y・Nかぐらい分っているさ≡・・」。

しかしそれは目下のところ最も心配な関心事であって，「あの部屋の件は知づ

ているんだろうか？　それを知るまでは帰らないそ1」と考える。、．t－∵，，

：（5）．・以上の国路を経て行きっく，の｝まド「なんだっておれ｝まこ、Cへ来たのだろ

う岐い鋼し、と・陛纏してもパ紬力ふま苛々して麟のは，1醐婬

うも事実らしいそ」という認識である。こうしたことが何もかも，あたかも稲

妻のよう・に彼の頭を鑓った・一．…㌧・○一　s－・．…ll…　．、、．・苦

以上はk濠2ぱ表層寮Ω探り合y淳逝鋤彦ス謬芦り燕ユ7は・・最初璽警寡谷

璽出頭以降一貫・e・9，取り端欧蚕ぎた磁勢◎塞場が癒お織後退塚蔭睡褒⑳隠二雲歯・

　　　　　　　　　　　　　　　胃口8－…　　　　　　　　　　　　　　　　　工摺



止め翻蹴魏頗き翻這活、’・・パ雛｝一憶’ここ：パパr”1－’バ

滅、⑰ズコニリ・鎗フはジポ・力方リパぷ声Wヂが理論問題を

めぐつて自分の空隙を衝こうとしているのを察知し・この挑戦綬けて立つ決

心を即座に固めた。彼は相手が要約した自分の論文の内容を「ほとんど正確力こ，

いや，お望みなら，完全に正確に，お話し下さったのは事実です」と受け合う。

こうして，自説を他者が理解してくれたことへの満足感を示すことによづて，

劣勢を挽回するき⇔かけをつかもうと図る。、それにまた，観念の次元で物を言

うことは彼には救いである。その両方から，、相手が完全に正確であると同意す

るめがよい気持だったも　　1t　　’一　　　一　　’：

3－3　ラスコーリニコフ理論をやや図式的にまとめるとジ次のようである’6’

Ia．僕はこういうごとをほゐめかじたに過ぎない。非凡な人間は：ある種の

障害を踏み越えることを自分の良心に許す権利を持っている6・ただしそれは，，t

彼の思想（ときには，全人類を救済するようなものであるかもしれな隠想）

を実現するために，踏み越えることがどうしても必要とされる場合に限る，と。

．・ b．も・じヶプ．…一や，．二亡トシの発見が汁人なり臥な晒妨割セて

全順の知ると誇となり得な鵬合に｝ま，ニューbYはそれらの人間を除去

する権利を持っていただろうし，いやJ；そうする義務すらあっただろう○

ρ人類の立法者や指導者，リhク1）1iゴス：，ソpy，涼卵トジナポレオシ

の類は，・みな犯罪者麟ならない．これは，・’一かれらが新じし・瀦与えるとし・う

行為自体によづて，・『’…i－’一古い法を打ち殿した，・…・・そめさい血を流すことも辞

さなかった！’とvi・う一事をもってしても明らかである。　t’　t　　　　－

1

・
dl僕の結論は，新しい言葉を発する能力をほんのわずかでも備えている人間

はみなダ1自白あ自然ウまり本性のおかげでiどう；しても犯罪者たらざるを得な

い，t・・　JEいうごとだ。　t　t∴　　一　　’「　’　　　∴tt　・t

　かれらは，自然すなわち本性のおかげで，常軌にとどまるごとに，ヒ伺意する

亡書殊竜ぎ怠いま≡がれらほ同意じ秦い義務を負巧でいるどきえ言える♂六叫・

逓追峻途ぺ鍵一凄遷庭特庭新D添遠磐麟凝しsふだだ僕｝ま声次の褒ケな自分め根

　　証蕗　　　　　　　　　　　　　T　　　－一幅“”
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

本的な考えを信じている。すなわち，汰間は自然あ法顛ヒま1らで；：・竃体芝して

二つの部類に分けられている言へこ’’”　”i㌧’㌣：Ftl　一”∴’t；’ご▽］〉　’t

　　（1）・a・第一の部類は下等の（並の）部類一自分の同類を生齢るという役

割を果すだけの，言ってみれば，材料であるに過ぎない部類である。

　　b・この部類は・　’kれついての本性から保守的で，正しく，服勧生活を送

り・かつまた縦ずることを好む．なぜなら，それがかれらの齢だからであ

　り，かれらにとって屈辱的なことでは絶対にない。　　　　「　・∵，’

　c．かれら大衆は，法を踏み越えるという第二の部類の権利を認あようとはせ

ず，第二の部類を死刑に，縛り首にする（多かれ少なかれ）。これはまことに

正当なことで，かれらはそうして自分たちの保守的な使命を果して“る。”

　d．一ただしいそめ同じ大衆が；次の世代になれぼ，三鴻刊にされた入友を台座の

上に祭り上げて，一その足元に脆拝するということになる（多かれ少なかれ）。．’

靖一の繍わねに魂在の支配者である一かれらは世界を維持し，数

的に増大きせる。・

（2）・a・已騨れて・第二の繍ま本来の燗であり，自分の置痴瀕

境の中で新L・L・言葉を発する天分また壱ま才能を持。てし・る，燗である。

b・第二の部類はみ雄を踏み越える・fiB力に応じて識麟であ涜り湿

壊的な傾向を持つ燗であ・剖する。こうした燗の犯罪はみなぞれぞれに

綱的・擁多様であり・かれらのほとんどは・まことに多彩な声明を発表

し，より良きものの名において，現在を破壊するこどを要求する6・1・、丁・

c・必要とされる場合にはプ彼は記の内部で，良心階ついてブ血を踏み越

える許可相舶躯与えることができる一とし・・て・も，その理念の性麟

理念の規模に応じてのこと一その点にはご注意下さい6－・

d・第二のssueは・未来の支醗で劫，世界を動かし，それを目的へ導く。・

e・第二の部類ば・生きているうちぐ・勝利を収めたら，ほとん’E’e－＄合泊分

の方から処刑を始’めゐ6二S」竿ミ享怠ミ．、藩’ξぺもく・、警L．1・：＝7

嬬＝の部鋤繊硫続饗勧能繊働鰯纐綱繊蹴紺
　　　　　　　　　　　　　　　＝80－　　　．　　　　　　　　　　te7



t

　　　，　　、　　　　　　　　　r、　：　1…　　『㌣｝”・

：1　．．F：養≧類牲れに懲し艇集害れてこなy、o・ごジ∵ご㌦誉・…　’・∫・ぷ・ご一1“1編

　　・，いくちかなりと独立自尊的な人間……千人にぞ人〉∫にコ：．∴；☆．、．’［’、、．，．：L：

　　もう．すこし独立自尊的な人間……一…一万人VE－一・人．．・．’t．p．－h

　　もっと独立自尊的な人間…：………・…；十万人に一人tt　　．，　　　＿　／・　t

　　天才的な人間・・………………・∵・∵…r・・数百万人に一人　　・t，t　．、

　　偉大な天才，人類の完成者…ニ……・…・数百万人を数千倍した後に出現

　g．しかしこのような人間の出現する特定の法則は，当然，∵存在しているはず

，

鱗り，偶然な，gと・V・うことは・、劫え恥・

3－4ボ・・㍗一リー・ペト・7噺チは・堤の・ス，＝一リ＝＝・7：の超A論・

ζれに．基づく彼のいわば実践論，．すなわち彼の理論の生活における適用に質問

を集中するσただレ，彼はそρ前に・．ラスユ：Tリ　　　7’／コフの理論というものが・

剤ス醐拠支配下隣るものか（それと撫鰍繊内のものか）ど・うか

を確かめる。ラスコーリニコフはここで，（1）．新しきエノレサ1／ムを信じるか）

（・）．罐信じてVl・抑・，（・けザ・の硫も信じて・・るかとい燗い‘こ・いずれ

も信じてb・ると答えて，彼の思想信条がキリスト教の枠内に留まるととを告げ

，る．，そして，上掲ρ二つの噸につ・・て・、嚇は完全剛一の生擁を持つて

いるtt（・i・・1・9U・・e　e・・；t・ell・永遠の闘い万歳）・ただし・，新・しき工鰺レ・ムま

で，とぴポルフ・イ三リr・ぺ｝ロrヴィチが唯一…：絶対神への信仰をζとさらに

問うのは，ラ稗⌒，リ．宇・が「偉大な天才・人類の完成者（ただし複数）

9・綱・一，βaBe輌・・嘩・－ec…」・撮硫に撮たこと噸念を

搬た嫡馳ならない．熟のところプ頴司一フの問願識には・神

を代行あ6いは代置する人間を想定する節もある。母親プリへ一リ．ヤ，㍉アレ・ク

サン．F．ロ．ダナは手紙の文申に「私は内心，最近流行の不信心がお前にも取り遇

いているのではないかと心配なのです」［1－3コ、と書いている。．また，ネヴ．r河

　の橋上で，．ラスコrリニコスが昇天する幻想を持つところを参照。．∴　，／・

鞭烈紗鱒嫡砺烈亘り・宗窪耀論から憤誕基鄭て血を流す

　　128　　　　　　　　　　　　　　　　≡81’＝・”



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説口）．〔第四回〕（佐野）

ごとを許しているという二網浅拾い出1じそジをれを「本当庭独創的なをと劣

一本当庭君⊥入に：属じそ転るピこちジ「づ董ザそあ点に君め論文の基本思憩

がある」と評する。そしてポルフィーリーと二人で㌶それは竿宏ち，法律に基

づく流血の許可よりもなおさら恐ろしい■■’・：■・・」ど唱和する6’ラズミーヒンが

「……君は夢中になり過ぎるんだ」としてラスコーリニ’コフの理論（観念）と

ラスコーり三ヨラの行為とを分離して考えようとするのと対照的にピポノレフ亥、

P・一 リー・ペトロeヴィチはこの理論とラスコーリニコフぞれ自体を結びらけま

うとする戦術に熱中する。後者の意図はアリョ戸ナ’・イヴァーノヴナ殺しとの

連関を引き出そうとするとこちにあることは一，間違いないが，・作者ドストェフ

スキーにと6ては，観念と人間の肉体的行為との関連に∴光を当そることに興

味があったこどだろう。亡れは思想と行動め関係芝いう現代的なテーマであ

る6だが小説のプロットとしては，予審判事はF職業的な観点から，ラスti　；

リニコラにこのデランドで初回めダウシの痛撃を舐めさせることが必要であ

る6この二つの間題を手際よく重ね合せること，それは作品の成功にとって必

須条件であるととilSに；犯行の動機問題にとう≧もまた要となる点でなければ

ならない。以下にその首尾を見よう∵、一’、　’　・’

　論点の；つは，二つの部類の混同から誤りが生tる場合；’すなわちU方の蔀

類に属する人間が，もう一方の人間だと思いこんで，「あらゆる障害を除去し」

始めた場合とじ・うのを拳げ’」　i・6ラス・コーリごコブの答は，一間違いが起こ一りうる

のは凡人の側からだけでありiそのかなり多くが）”自分を先Wt者’，破壊者と思

い込み，「新しい言葉」を口にしようとするが∵しがし心配は要らない；かれ

ちは品行方正な連中であつて，『われとわが身を鞭打つと言うのである。これ

は；作品の主要なテーマをなす「踏み越え坤eCT四己H賠」1というととに関じ

∫て，そのようなエネ’ルギピを有する可能性をドスト±’フkキPが考えたところ

の，分離派教徒について言及したものだろう6分離派教徒は，後たミ、コ∴ルヵ

（二・一・レヵ）・が翻レロ紘臨・ポ賜庁リーペト・一茜チも繊わ

心・て批評する阻一2コ。遍磐鋤1躍ぼ繊」漬慧蹄る殉ジ諺鰯藪、恵

　　　　　　　　　　　　　　　＝R82工　　　　　　　　　　　　　　魎
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　い，芸，㌍　1．；凶三1・．二・’1．・：㌦∴’・；’e江1’雪

想ρ影繰・鱒瞳呼シ燃鵬瑚めた社会蟻者であり・Tそ畑⇔いて

・は埠森⇒・騨頚章鱒倒，L．ている・・と縛揃阜論ttは歴蜘勤

の紹介をするだけになってy：る。’

　もう一つポノレフィーリー・ペトローヴィチがふつかける議謝ま・こうである。

「……どこやらの男なり若者が，われこそはリュクノレゴスなり，マホメ・トなり

とか思いこんで，いきなり障害を除去し始めたとしたら，どうなります？…一

さあそれで，・遠征のための資金・の調達にとりかかる……お分りでしょう？」

これはもう，先のラスコ←リニコフの設問と同じ内容を直接ラスコーリニコフ

に向けたに過ぎない，ここから後は双方の力技となる。ラスコ7リニコフはか

えって冷静に戻っ．て応対するg「そういうケースは実際にあるに違しsありませ

ん。なかでも頭の弱い連中や見栄っぱりな連中は？よくそうした罠にはまり込

んでしまうものです。若者の場合は特に」。、ラスコ7リニコフは相手の質問を

行詰まらせるためセこ，相手の訊きた恥こ・とを．己ち、らから先lC言ってしまう。

3－5　ポルフィr：一リ，らひぺ．トーロ巳ヴィチぱ攻撃の鉾先を「その男の良心はどう

なるのか」という閲題に置き換える。ラスコーリニコフはすでに用意してある

答案を朗読するかのように述べる。「そんなことがあなたに何の関係があるん

：です？．・∵・・良心のある人間なら’t苦しめばいい。もし誤りを悟o；たちね。それ

がその人間に対する罰です一懲役とはまた別の」。　　　　一

　ここヘラズミーヒンは口を挟んで，「天才的な人間たち，，人を斬り殺す権利

を与えられている燗たち臨全然苦しむべきではないのだろう？」珊う6

．ラス3・Tリニ・・は「突然・，槻わ財噸ぱり・まるで人に識下いる’の

ではないかのようig　p調で」上の答えに付加して言った。「なぜ，べきなどと

いう言葉を持ち出す。これは許可の問題でも禁止の問題でもない。もし犠牲者

をあわれと感じるなら，苦しむがいい……苦悩と苦痛は広い自覚と深い心につ

ぷつy・てまわるもめなのだ・真1韓大な人間たちは・この地上心・ては・

÷偉太奪輩哀を身にしみ壬感じなければならなし主・僕｛こはそ覆いう気がする」。

三燵ご、やは共庖r踏雄是罰』羅恥難品の二つ娃題の一ρに対する

　・．－130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－：一　・g83　一
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解答がラス目写？テコフOl）信条という形式で出されている。けれどもその信条

、は，．・老婆蔭リジヴェでタの；人を殺害した自己に適用されるならば，苦しむζ

ともなく，悲哀を感じることもない自己は，天才でも偉大でもないという帰結

になる。gう．して，人間の良心についてのラスコr－一リニ＝，フの信条を彼自身に

当てはめると，彼は天才でも偉大でもないということになる。この信条とは，

この場において急に彼が信じるに至ったものではないであろうから，従って，

ラスコーリニrフの犯行の時点には，彼の犯罪理論とともに，彼の内に貯えら

れ，彼の身体と精神に随行したに違いないdしかしこの信条は犯行の際には発

動せずダそればかりか，「誤りを悟る」時が来る．とすればその時までに；ラス

コーリニコフはこの先まだ長い時間をかけなければならな㍉、⇔そレて，人間

の，このような，、内なる個々の理論と理論とのあいだの，．信条と信条とのあい

だの矛盾は，ラスコーリニコフにおいて特有というわけではない。それは人間

ec・一・般である。

　ポノレフィーリー・ペトローヴィチは，もはや薄手のカーテンをかなぐり捨て

て，訊問する。「あなたが，・その『並外れの』人間，つまり新しい言葉を語る

人間であるとお考えになったことがないなんて，ありえませんよね？」「あな

た自身が決心したこともありうるので｝まないか。・！・…例の障害とやらを踏み越

えてやろうと？・・一’一・達あ，例えば，人を殺して，強奪しようと？」ラス’U・一一

リこコ．フは「もし僕が踏み越えたとしたらプその場合には，．勿論，t一あなたには

お話ししないでしょう」，といどみかかるような，．傲慢な軽蔑の色を浮かべて，

答えた。　・一　　．‘、　≡、　　，…　　　．．．．　　　．『

　これに対する答としてrラス．コT．rリニ、コフの答は他にどういうレベノレがあり

うるか？　ラスコーリニコヲにとってそれは，予審判事との駆引きとか取引き

などという要素とは無関係な，㍉彼の自尊心の，彼の本性の表明でなければなら

ない。それはいわゆる虚勢ではない。けれどもラスコeリニコフはもはやポノレ

フ・ta－：リ，－t一ペトローヴ4法梁質閲㊧網疇宏亘旋からめ取られ走∂・彼は，自分◎

理論にまうて自分を検証しぶ自分㊧仮想癒繊迄た嵐られな螂琶藷湊鱗壷

　　　　　　　　　　　　　　　＝’8否e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂31一

t



　～．三11㍑’　．臼尊三1∵，　st，　t’　／．　／・．：t：く『・ti

る6栢斌謙涜秘も禄レオ逗も達瀧・で磁せ痴二蘇篶
ぞ・恒Sるた類あ’どんな大蘭芝ぷ恵らてぽ鎗り㌧ませ江。’ぞ’ういう入間で癒いか

ち；1僕ならどう振舞うだちうかということについて，満足頂けるようなご説明

ほいたしかねるのです16ポノレフィ’・一リー・ペトローヴィチはなお追撃をかげ

て「今日のロシアで，われこそナポレオンなりと思わないような人間がどごに

いますか」と，意味の分ったような分らないようなことを言う。’ザミョバトラ

はもっと直接た「あれもどこやらの未来のナポレオンじゃないのでしょうか？

先週アウ『ヨーナ1・イヴデーノヴナを斧でたたき殺したのも？」と投槍を投げ

る6．物的証拠め挙カミらない攻防戦の緒戦において，ラスコーリニコフはすでに

理論上の敗北を喫したのである。けれども㌧トラスh　svニコフにとってttまた

人間一般にとっそ，必ずしも理論上の敗北が彼を精神的にも否定するというご

乞にはならない。　　”　　　・　　　　　　　‘　二

1” 亡IH；6コ∵’≡・一・’三’・ピ・’t：　”1r’・　　　　　ttt’

3－6［口1－6］．は，’ラスゴーリニコフが犯行後，第二～三部において経験した意

識め渦巻ぎの集大成であるb’語り手ドストェフスキーもまた，t’ヲスξ恒蓼＝コ

⑭かかえる意識の重層の幾つかをここで語る。　　一”’　・；tt・・”・『：t”／’　t一

凝心暗鬼のヲズミー・・．eンはラスコr一リニ・フについて歩ぎ勧ミら計r・「・”

＿ポ、⇔。一リーのあの口調はカ・なりおかしか流。とくに｝鋤卑劣漢・ほち・

あめザざゴエトラどきだら｝……君ゐ言う・とおり，’奴には何があり売よ≡で

も，なぜだろう？　なぜなんだろう？」これは，自己の思考と事態との噛み

合V・を調整するためであるが○直接に自分の疑念との対決であるよりも陥ラス

ti　Uリiコラあ立場を経由’して自己に相対するのである。ラkコーリ土コヲの

方も，Sズ，一ヒシがそのような姿勢を敢り・勧翻きiitいかぎり・’ラズ・∴

ゼγに部分的に同化する。T・・、…かれらには事実がないんだ6ただの一っだ：づ

車讐恋鶴謎幻影勧！商測吾奉蹄両端のある梶椎噸購するこ

を磁勤趣の1ま赫競宕陽獅藩漣肪あく観舗醐編藩≡法

　i8乞　　　　　　　　　　一舘一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

cで宥、力砲bは厚ヵ達しY・態度に出て，：こちらをまごっかせ拍とレているの

さ。，∵・・斗ラズミーヒ、ンもまた彼なりQ振子運動をするが，それは本来の自

己と彼の祭神ラスコーリニコフのイメージとo一間の往復である。ラズミーヒン

「僕らはもう’はっきりとこの話を始めたんだから（こりゃまことに結構なこと

だよ，とうとう，はっきり話すようになったのは，僕はうれしいんだ1）。ラ

スコe一リニコ7・・は「やっと気が付きやがったな1」と眩く。

　「もし，僕が；15の事をやったんだとしたら，それはもう必ず，職人も見たレ

部屋も見たと言うね」あからさ1まに嫌悪の色を浮かべながら，ラスコーリニ

コフ　｝よいやいや答え続けた。彼はその理由として「いくらかでも頭の発達レた

人間や，経験を積んだ人間はi動かしようのない外面的な事実に関しでは，・・な

にもかもできるだけ認めてしまおうとするものに決ま・ってし、るんだ」σこれは

ラスコーリニコフ．もまた実用主義的な遊戯者の一面を持つことを示す。それは

警察事務員ザミョT　・b，フとの会話に別の例が与えられる［II－6］。ラx．コ⊂、リ．二

iZフはラズミーヒンに言う，「ずるがし1い人間≒いうものはね，そういう何よ

りもつまらないところで，tいともあっさりとぼろを出してしまうものなんだ。

∵：一最高にずるがしこい人間は，最高elつまらないことでぼろを出させるにか

ぎるというわけだ。ポノレフィーリーは君が思うほど馬鹿じゃないよ6・まるで違

う・・…山ラスコrリニ’＝フはs，Y・つのまにやら熱弁を振るっている自分呼気

付いて，われながら奇妙に思う。その奇妙に思ったことから，不意に不安に襲

われる。．彼はラズミ窯些ぎを振り切るように自室へ飛んで帰り，盗品を始末し

た痕跡が残っていないかt・fNl確認するσ・　　，

　ラスコーリニコフを心底恐怖に陥れたのはナロードである。「地中から涌い

て出たような人間」から面と向2て人殺しと糾弾されたラ：ス1ユーリニコフは，

　　　　　　　　　　　　な突然，足が恐ろしいほど萎えてしまyc，背筋を冷たいものが走b，心臓はあた

ヵ・も凍りついてしまったかに思われた。ヵも尽き果てたよう1に自室に戻り，：Y，1

7誤写に横になった彼e；＃，漠ζ舷癒義娃蚤姦g煮嵐＠切れ｝lkレ璽，cあれこ塾ρ

情景が，なんの秩序も脈絡も癒吏浮恋幽函毒消え護竣2た。，逗Ωあ轟．菖繭膝

　　　　　　　　　　　　　　　　≡顯鍵≒・　’　　　　　　・　　　　　　・　1鍵芒
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　　　　　　　　．（∫戸こどぶc’㌧，1託

疏ぢ漣紗勧頭悩を治う号こし櫛鍵彩だ自酷紬鰭のi’a
ジグあ蓮鎖籏通過％”。1ご読壱あ恵誇あ宅れぞ抗ばヲロ㍉グどしこ（ほ相互に切

り離されたものと言えるかもじれないが，それらの相互関係や相対的位置は分

萌ではなく，全体としてはいわゆる星雲未分の状態である。中に含まれるブロ

ックはどこに境界を引くかという・ととも難しい。それぞれが激しく渦巻き状の

運動を起こしながら，それぞれワ）内部でe・またそれぞれの相互間で，反応を続

け‘tいる。じかし，とれらの意識の全体はt！およそ次めよヴな区分を与えて輌

ブロックに分けるごとができるぼこれらは，犯行の前中後に変化をこうむっだ

だろうし，誇張され変形されたものが多いだろうとは言え，ここにおよそ彼め

犯行の動機にかかわる自問自答的思考の，一覧表を取り出すことがでぎる。

（〈〉’内は本文からの要約。：順序は作品の記述めまま。）

　く（1）．『a．「・…∴あの地中から涌いそ出たような入間は誰だ？　あめ男はどこに

いだ，三何を見ていだ？’何もがも見ていたん己それは疑いない○でもあめ

時，どピに立らていたんだ；どごから見ていたんだ？　なぜ今ごろになつて床

の下から出てきたのだ？「それに，何だって見ることができたのだ？1　＿そん

なことって，ありうるのか？……」

＾ b．「それにニコライがドアの後ちで見付けたケースだが，これも，そんなご

’とらそ；・あbうるのか？」　　　・・”　1－
c：薩拠？’＋万分の一ほどのもめを見落したら，’それがたちま挙ジプトの

ピラミッドほどの証拠になってしまうのだ1・ぞ㊧なことガζそ本当セとジありう・

るの）6i？・」　　　　　　　　　　　　：　　　　　”　　・　　－

　d．「おれは，それをbT6；知っでいなければならなかった1’……どうしてお

れはジ自分を知りながら，自分を予感しながらジ斧を手に取って・血だらけに

なることが；一でぎたのか］おれは，蹴もつそ・知・ていなければならなカ・

溺き㌫造荷を言う1｝萢．れぱ前電号竜それを知づていたではな・いか牛・《只加0

茄撤き“臨魎向魎．b齢繊・働卿繊一α磁e鵬ば編
f◇・

　斑　　　　　　　　　　　　　　：：一　・87　＝；
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

6e6E・npe∂吻θε功砂刃ice’6fi’6‘P’aTf　To血Op　H　Kpδ醜亘HTBc亘！只06重3a宜6鼠π：3aカま亘ee

3HaTB．．．1iE）1Aa’遍e双b兄凌K6白ごpaHee　va　3Han！．－c．》」＞　j－　　’：”：・㌔　　．　　・・　　，・・　　’s・

　前章［HI－5コでポノレフィーリー・ペトローヴィチの前で自己の理論に自分を

一致させることができずに痛撃され，この章では彼にとって本来的に最も畏怖

すべきナロードから，面と向って「お前が人殺しだ」と糾弾され，窮地に立た

されたラスコーリニコフは，自問自答（1）．において，彼め意識の基底にある部

分を自身に示す。

　（1）．d．に言うくそれを9TO＞とは，証拠が漏れる可能性と実際にここで漏れた

と考えられていることとを指すだろう。しかし「おれは，まえもって，知って

いなければならなかった……何を言う1　おれは前もってそれを知っていたで

はないか1」と言うときの対象は，証拠に限られるだろうか？　ここは自己の

二重性を外から見るラニスコ’一リニコフの目があることを，そしてもともとある

ことを，示すものだろう。問題はその認識である。意識の意識の問題と言って

もいいかも知れない。知っていながら，関心を向けない（時として全く）とい

うような問題である。これが結局のところドストェヲスキーが作品の結尾で示

唆する既述の問題である。繰り返すとi「彼は……もしかしたら；自分自身の中

にも，自分の信念の中にも，深い虚偽が潜んでいる「ことをすでに予感していた

のかも知れないということを，理解することはできなかづた」［エピローグ2；

また本稿1－13参照コ。」このあたり・にラスコーリニコフの意識の幹線の一つがあ

るだろうし，いわゆる直接的動機というものを取り出すときに，「この，・意識上

におぼろげながらにせよ浮上してくる認識と，‘それが埋没したように隠れてい

る状態との，いわば出没意識というものを考えるべきだろう。ただしそのよう

な意識の振幅が何らかめかたちで存在しながら，’しかしと言おうか，しかもと

言おうか，まったくこれを無視して過ごすこともできるというラスコーリニコ

フの「特技」を指して，ドストエフスキーは「すでに予感していたのかも知れ

ないということを，理解することはでぎなか6た」tk言うのであみう。・溺t’・’　t・’

　　　　　　　　　　　’　　　・　　－　　　　　　v、’：・仁r已　・　　　　　　　　　　　　，九．

　　　　　　　　　　　　　　　　’一．．　188　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遜95
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　：　Y’n．？．，’；・．”億｝｛∴、．r・∴1パ1・

、，《2｝油嫉、瀕熱Y駄齢ち応論紘鵬齢れてい・な賊だ疏
べてを許されている真の権力者は，・戎巨ロン1を壊滅させダパ克で虐殺を行ない，，

エジプ｝に大軍を置き忘れ，、モスクワ遠征で五十万の人々を浪費しジヴィルノ

で急場しのぎにしゃれをとばし，それで，死ねば，銅像が建てられる，－T一つ

まb，すぺてが許されている。Tいや，、ああいう人間たちは，き⇔と肉ではなぐi

ブロンズでできているに違いない1」　．．　　．　　　　　　　　tt－

　b．「ナPt　Vオン，ピラミッド，ワーテルロー一これに対する｝こかベッドの

下に赤帳持ちをしまIV・こんだ＋四等官＊亡ん老いぼれ婆あピ金貸し女一

いやはや，いか疎・・7亘一リつぺbUTヴ・チでも・こρ取蛤せ｝ま消化

しきれまいレー’・美学が邪魔をする。一体ナポレオンが『老いぼれ婆あ』のベ

ヅドの下にはいずりζんだりするものか！・∵∵」〉　　　　㍑．．

（2）．。．随いてラ，ス・弓，≒コ・がナやオンをブ・姻勲人間と結びつ

けることは、ナ輌オ・ンの繊から願像納知れない応そのような駐さ

れたものi従⇔て制度化されたもの必してブナポレオンが彼の目に映るように

：自らを仕向ける必要が，現時点のラスコr／リニコフにはあるだろ、う6一つ｝こ｛ま

ポルフィ．・一リー・ペトロー・ヴィチの前で理論上の自己の位置を撤回した理由づ

けが蠣であり，もう一つは御理論上ナポv・a－・陣けるよう繊略戦術が

自分には欠落じていることを隠蔽する必要による。．　　、　　　，．・

v．　一（？）e’　b．酬・嘩学が初登場する・・一’その内容が彼の内で9のよ引こ・r一註ど

撫ど体系化され謂じられ織・砲・は孝もかく・戸琴司・F9フの理論と

難上の生灘融しするもの・働するもの戦・の美学とゆ醐の体系

で紺れ顕らなy・・1そし，て惣想像上の美学カミ衡叫碑の鈴を下しr・

彼の全行動を律レて殴こと蹟邸考えら嫡吐である・それがあるい

は，彼のイデアρ主要部分である．と言って、よM¢）かも知れなし・。　　　一・

」　ご　　　　　・ト　　’　”　　：　　　　・　一・　’”’1　　『こ・7；’1

〈（・）．順鐵耀ナ四嘱」．・靹熈雄・・た勘・緻恒たカs・灘

ん自体に問題があるんじゃない」、婆さんは病気だったに過ぎない」《CTapym一

　江36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－7き89一一
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oHKaβ3丑oP㌧7双髭興a再く《P翼，　rOP牙q9・va・nop攣BHcT《方一洋c㍗pylxa・：口9泌aJly跣：u¢O・H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
OUI草6K碗・Hg　P，、LH9茸．1｛、丑e卯otCTapyxa（》邸興旦丁9汲5Kq・694e3HP・；・》〉’　：　’i　　　－・、　・

　ラスコr一リニコフのこのような思考はt．あるいは，ポルフーイFリt－一・ペトロー

ヴィチへの理論上の敗北とナロードの威嚇に屈した今の時点に出発したもの

か，．あるい｝志老婆殺しの企画の出発と同時に，その進行と平行して，．持続し

てきたものか，、それは作品に書いてない。しかし後者であっただろう。つまり

アリョーナ・イヴτ5ノヴナそのものがs．ラスコriJニコフ自身＠理論の実証

にとって，，何のかかわりもないといラ思考はεこれまた時とともに彼の意識に

姿を現わしただろう。それと同時に，アリy、　，rナ・イヴァーノヴナの貯えた金

品を5ラスコr－　Ylコフが彼の目的群の三部を充当するために，奪取しようと

いう衝動は生起しただろうdこのことは，ラスコriJニコフ1．iと？て，最後ま

で否定したい衝動であるか・ig　：LれなV）c自他に向萢てシラを切り通し，あまつ

さえ金品を運河に投げ捨てようとさえしかけてプ自他を購着するのだ。この強

奪行為が彼の犯行の主目的であったなどとはとても言うことはできないが，・し

かし依然として目的であったことは確かであるう∵　　．i’，、1．　　一

　く（4）．a．「おれは，ちょっとでも早く踏み越えたかった∵…おれは，、人閲を殺

・ したん1）やない，原理を殺したのだ1’堀He　genOBeKa・y6瑚，・只即興UH耳y6H川

原型ま殺しはしたが，肝心の踏み越えること．は，踏み越えられずに，．こちらの

側に残ったのだ∵一おれにできたのはピ殺すことだけだ・’いや・それができな

かった，．ということなんだTo⑪KO翌cyMe汲，　qTo　y6uTb；E，・AaロTorαHeごy顛e鵡

OK綱BaeTC兄＿」。・　　　．．／．　t、’一層∵’／”t　／　’t、　…　・1・，．’1・・”・∵

　b．”r原理だと？　ラズミーヒンの馬鹿めyさっきは何だって社会主義者をの

のしったのだろう？　勤労を愛し，商売のうまい連中丁（1　，：’1『全体の幸福』のため

にゃρてる1膓やないか……いや，おれには人生は≒度与えられるカSパそれきり

もう三度と来ない。『全体の幸福』潅待嘉顯著鯨鰯高とはρおれには挺義蕉

］V・・紬だ・9自分として生ぎた袖鴻塾鍾難睦鱒縫難麟牽
・－99ごr，、　　　　　　 　　　　　　　　　　一　 一 　　｛麺ミ，、
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　1：毛’ピ」ノ　t「＾i’㌧」’L

い蚕の廷！は拒れは克泥・『全体の幸福』老待ち暮じな浅らジなけなump，4＝；汐レ・一プ

ルを手に握りじめて，餓えた母親のそばを素遁りじだぐなから売だけだも1『窒体

の幸福を築くために煉瓦を一つ運んでいる，だから心に安らぎを感じている』，

か」。〉

　（4）．a．はこの時点でのラスコr－・リ＝ゴフの；自己の設問に対する，‘いわば率直

な答えであり，結論と言えるだろう。彼は自己の理論の実践もまたその証明も

できなかった。原理を殺すという表現｝Sli一はたして，これより以前のラスコー

ウニコフの自問自答に出てきたものか；それともここが初出なのか，⊂れは分

ちない。しかしここは，（イ）原理の否定→踏み越え→新原理め確立f（彼め理論

による超人主義）という問題と，何老婆アリ・一ナ・イヴァーノヴナ殺害の

問題が，確かに結びつけられている唯一の個所である。　　　　・

　しかしω，（P）はどういう論理によって，等符号で結びつけられるのか，’それ

は明らかにされていない6・今スb一リニコブの思考の論理が，かめ将校へ学生

の会話を聞いていて，：二幾通・b：もある組合せから両者を結びつけた［」－6コ6それ

は金品の強奪をも目的に含んでふたが；：思考はそちらへ向かずに，抽象的な壁

の乗り越えが彼の前に美しい絵画となって現われたのかも知れない一とは言

え，一その過程は示されていない。　　　　　　　・　∴　’－tt・

tv 前項の（3）．において老婆そのものの殺害は，原理を殺すという彼の思想の実

行ではないとい・うことカ§認識されて，しがもその老婆を殺すことすらできなか

った（つまりあの一匹の風をさえ自分は殺すととができないンという実感は彼

を苦しめる16，’そして老婆は彼の現実夢に登場し，・彼が繰り返して斧を振るえぱ

振るうだけ，よりいっそう彼の前に彼への嘲笑的な姿を現わし，咲笑して止ま

ないのkある。彼の老婆殺しは｝この限りでは，高利貸しから嘲笑されている

という強迫観念に端を、発するだろう。

　（4）．b．は前項においてラズミー一’ビンが代弁したところの，当時め社会主義に

調1するドス乖エプズ累二の遮論麺蕩るS艶紗縛対じてラスコ・一．．，）J『≒泣該』まいく

ち1が反対の言葉も：言毅ぞ駄る葡§ジ1志包羅の：ラス紅・∴リニコ：7め重点ばやほり・自

　　．：138　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－n91　一
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分が生ぎたいのだという窪活戸生命ぺの鴻望があらわに断むぎだじ睦押し出き

れていることである6ラスコFリニコフは，観念の衣裳を幾重睦も身庭纏づそ

いても，その本来め支持体というか基本をなすものは，1自分を生ぎたいと切望

している一人の青年である。ただしその青年そのものを，彼の夢や観念と切り

離した形で取り出すということは不可能である。ラスコーリニコフが観念と不

可分の存在であることに，すべての問題があると言ってよい。
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　〈⑤．：「なんだっそ君たちはおれを抜かしたんだ？　おれは，ただの一回だけ

生きているんだ，おれだつて生きたい……ああそう，おれは美学的な風だよ，

それ以上ではないさ∂x，ocTeTllgecKafl　H　Boulb，　H　60nbme　H別eroJ。「……そ

d）理由は外でもない，’a．まず第一にこうしていま，おれは風だなんて論じてい

るからだ，b．第二に，この計画は自分一人の欲望や気まぐれを満足させるため

にやることじゃない，まことに立派な美しい目的のためだなどと主張し，”その

証人になって頂とうと至善至高の神を呼び立てて，・まるひと月のあいだ，迷惑

をお掛けしたからだ。’e．第三に，事を決行するにあたって，あたうるカ・ぎりct）

正義を守ろうと心掛けて，つまり，重量や尺度，算術を守ろう乏心掛けて，あ

また数ある風の中でも飛び切り最高に無益な風を一匹選び出し，そいづを殺し

て，自分の第一歩を踏み出すのに必要なだけのものを，正確に，過不足なく奪

おうとしたからだ（だから，残りの金は，遺言通り修道院行きってbけ・…・・は

は）。d．おれが風である最後の理由は何かと言えば，このおれ自身が殺された

風よりももっと醜悪で，も’つとけがらわしい，そのうえおまげにプ殺した後に

なってそのことを自分で自分に言うだろうと，『あらかじめ予感していた乏いう

ことだ。ああ，ほんとうに，このような恐怖と比べられるものが，果して他に

あるだろうか1　ああ，こtb俗悪き！　この卑劣さ1」〉　”

　この項の冒頭「なんだって君たちはおれを抜かしたんだ？」一これは全編

を通じそめずちしくラズゴニ：ヴ己ゴジカ迦害者的立暢雌扮を置VKている。

「……おれだって生きたい」。ただじ彼ぽ髪抗壷縫主馨者の理論を非難する売

　　　　　　　　　　　　　　　・＿i92・＝一　　　　　　　，　　　　　　　1浪癒
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めの言㌦がな玖のをッ、力欠をつ；く被ために言ったの璽あるから・：それほどカを

入れたのではない6・　『－a‘　’・畠…一’…　　　‘　’・～”　’・’　ヅ

　（5）．a．～d、の内容は（1）．一の詳説である。’修道院へ送るべき老婆の供養料から

過不足なく、奪うという彼の目論見がここにある。さ馴ζ，美的風への自己嫌悪

である」’ここでラスコーリニコフは，「殺した後になってそのことを自分で自

分に言うだろうと，あらかじめ予感していた」ことを最も醜悪だと言うr　’e

れは彼の自尊心の確立にとって致命的な損傷であるとともに，彼の美学にとっ

てけがちわししこ。すなわち次の項に見えるモハメッドのような命令者と｝ま正反

対の姿である。彼の美学はナポyオンやモハメッドのような超人の姿である。

　〈（2）｛い「おお馬上にまたがり，剣を振りかざして，、アラー¢）神の命令培く震え

担りの＿〈〉者ども，わ如に従え，と叫ぶ〈予言者〉の心境を，おれは理解でき

る．Q一町の大通りに腕っ．こきの砲兵を並ぺ立て，．罪なき者も罪ある者もそれこそ

十把一からげに射ち殺↓ンて，なん（D釈明の必要があゐ’とうそぶいたく予言者〉

が正しかった。’．服従＆よ，一霞え秦ののく小人どもダそして一何も望むなnそ

れはお前らの手当しできることで一ない1一…おお，絶対et’，絶対に婆あt，許す

も・，Oか’1」＞　　　　　　　　　　　　　　　　tt　、　　”／　　　　∴・

、〈（6）．「母，一蜘おれはどんなに愛し「zいた：eiとか已一体Lうしていま二人

を憎んでいるQだう，う？，たしかに，，おれはあの；人を嫌悪している，」生理的

艇鎌苺しエいる，、そばにいられると耐えられない…’rさ．？きおれは，母に近寄

って接吻した○おぼえてし・る∵…母を抱きレめながら，、もし母に知られたらlii

んて考えると・お担ま・1・∵いや・それなら）い？そ話し3しまうぺきか？　お

れなら，やりかねないb－：’：一あのひとはおれと同じょうな気性のはずだJp＞、

，≦（2提「鰺漢だ鰻れ惨ざ：あ総婆秦嬢憎《工案まらない。仮に生き返力で蚤レ

、麩ら漣つ煮も藪づ難似憩，副遵鱒ミ図ρ〉ご・・’．・－itt，・1　・1・・，．一：

工熱㍍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ILP摯　．≡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動機論序説（1）．〔第四回〕（佐野）

　〈（7）．a．「かわいそうなリザヴェFタ！なんだって彼女はあんなところへ

戻ってきたのか1　しかし不思議だ，どうしておれは彼女のことをほとんど考

えないのだろう，まるで殺さなかったかのように？」

　b．「リザヴェe－　S，ソーニャ！かわいそうな，おとなしい女たち，おとな

しい目をした女たち……いとしい女たち！……なぜあの女たちは泣かないの

か？　なぜあの女たちは陣き声をあげないのか？……あの女たちは何もかも人

に与えて……おとなしい，静かな目で人を見詰めている……ソーニャ，ソーニ

ャ1　静かなソーニャ1」〉

　ラスコーリニコフの意識の渦巻きの行列はやがて現実夢の中へ繰り込んで行

き，地中からの男がふたたび出現して，ラスコr－・・リニコフを脅かす。ラスコ’

リニコフはアリョーナ・イヴァr一ノヴナにまたも斧を振り降して殺害する。彼

女はラスコーリニコフが斧を彼

ニコフに向って咲笑する。そ

覚ますのを待ち受けている。
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